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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

令和６年度 全国支部長会を開催

令
和
六
年
九
月
十
一
日
（
水
）、
午
後
一
時
よ
り
、
グ

ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
・
瑠
璃
中
の
間
に
お
い
て
、
本
会
理

事
・
監
事
・
参
与
及
び
支
部
長
等
四
十
三
名
が
出
席
し
、

全
国
支
部
長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

勝
野
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
相
澤
副
会
長
の
司
会
進
行

の
も
と
、
理
事
・
監
事
・
支
部
長
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、山
下
副
会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

各
支
部
の
活
動
や
諸
問
題
等
に
つ
い
て
、
順
次
発
言
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

各
支
部
活
動
の
紹
介
の
中
で
、
会
員
の
高
齢
化
に
よ
る

活
動
低
下
、
支
部
の
後
継
者
育
成
、
会
員
数
減
少
に
よ
る

財
務
基
盤
の
問
題
、
善
行
会
事
業
の
周
知
の
困
難
さ
等
の

問
題
点
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
、
各
支
部
か
ら
多
岐
に
わ
た
る
会
員
獲
得
維
持
の

工
夫
や
方
策
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
の
開
催
、
周
年
式
典
の
開
催
、
特
別

会
員
の
増
強
、
国
道
の
清
掃
事
業
、
表
彰
者
の
祝
賀
会
開

催
、
交
通
安
全
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
配
布
、
有
名
人
の
講
演
会

開
催
、
国
や
市
の
表
彰
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
人
を
で

き
る
だ
け
探
し
て
推
薦
、
会
員
か
ら
県
議
会
や
国
会
に
出

す
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
善
行
会
杯
の
開
催
、
大
学
生
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
と
青
年
部
の
設
置
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
バ
ス
研
修

会
、
地
区
の
祭
り
へ
の
出
展
、
経
費
削
減
の
た
め
区
役
所

会
議
室
の
利
用
、
府
・
市
と
の
連
携
強
化
、
支
部
会
則
の

更
新
、警
察
行
事
へ
の
補
助
活
動
（
学
校
へ
の
防
犯
指
導
、

高
齢
者
子
供
の
交
通
安
全
、
飲
酒
運
転
撲
滅
等
）、
支
部

機
関
紙
の
発
行
、
支
部
会
員
の
歩
留
ま
り
の
た
め
に
は
き

ち
ん
と
活
動
す
る
こ
と
、
会
員
増
の
目
標
数
設
定
、
河
川

敷
の
ご
み
拾
い
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
開
催（
収

益
を
養
護
施
設
、
地
元
新
聞
へ
の
募
金
、
市
役
所
社
協

へ
の
寄
附
）、
こ
れ
ら
の
寄
附
を
新
聞
に
載
せ
て
も
ら
う
、

企
業
に
協
賛
金
を
依
頼
、
東
京/

埼
玉/

千
葉
エ
リ
ア
の

大
学
訪
問
（
渋
谷
区
支
部
長
に
連
絡
す
れ
ば
同
行
可
能
）。

意
見
交
換
の
後
、
山
下
副
会
長
か
ら
、
本
会
で
黄
色
の

募
金
箱
を
製
作
し
、
今
後
、
支
部
の
伝
達
式
や
総
会
、
本

部
の
表
彰
式
等
の
場
に
募
金
箱
を
設
置
し
、
出
席
者
や
参

列
者
に
対
し
て
本
会
事
業
活
動
の
支
援
（
寄
附
）
を
依
頼

す
る
方
針
が
理
事
会
の
了
承
を
得
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
支
部
活
動
に
お
い
て
も
善
行
会
を
周
知

説
明
す
る
良
い
機
会
と
な
る
た
め
、
是
非
募
金
箱
を
活
用

し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

会
議
終
了
後
、
別
室
で
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
六
年
九
月
十
一
日

（
水
）、
令
和
六
年
度
一
般

社
団
法
人
日
本
善
行
会
第
三

回
理
事
会
が
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
真
珠
の
間
に
て
開
催

さ
れ
た
。

午
前
十
一
時
三
十
分
、
高

田
副
会
長
の
司
会
に
よ
り
開

会
。
出
席
者
理
事
十
九
名
、

監
事
三
名
合
計
二
十
二
名
が

出
席
し
、
本
会
定
款
の
定
め

に
よ
り
、
定
足
数
を
満
た
し

て
本
理
事
会
は
成
立
。
勝
野

会
長
の
挨
拶
後
、
定
款
の
定

め
に
よ
り
議
事
録
署
名
人
に

会
長
及
び
監
事
を
指
名
し
議

事
に
入
る
。

第
一
号
議
案

《
規
程
類
の
改
正
》

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

勝
野
会
長
か
ら
概
要
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
、
事
務

局
か
ら
、
①
職
員
就
業
規

則
（
改
正
）、
②
パ
ー
ト
タ

イ
ム
・
有
期
雇
用
職
員
就

業
規
則
（
新
規
）、
③
個
人

情
報
保
護
の
方
針
と
個
人

デ
ー
タ
取
扱
要
領
（
新
規
）、

④
支
部
活
動
に
対
す
る
助

成
金
等
に
関
す
る
内
規
（
新

規
）、
⑤
慶
弔
に
関
す
る
内

規
（
改
正
）
に
つ
い
て
、
改

正
制
定
理
由
及
び
概
要
の

説
明
が
行
わ
れ
た
。
質
疑
が

行
わ
れ
、
全
員
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

 

第
二
号
議
案

　《
参
与
の
件
》

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

勝
野
会
長
か
ら
、
平
岩
宏

子
氏
の
本
会
理
事
退
任
の
報

告
の
後
、
同
氏
を
本
会
参
与

令
和
六
年
度

第
三
回
理
事
会

に
推
薦
し
た
い
旨
の
提
案
が

あ
り
、
全
員
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
。

報
告
事
項
に
つ
い
て

勝
野
会
長
か
ら
午
前
中
に

開
催
さ
れ
た
財
政
検
討
委
員

会
の
検
討
結
果
等
の
説
明
が

あ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
情
報
交
流
サ
ー
ビ

ス
。）
を
利
用
し
た
周
知
活

動
、
善
行
会
の
周
知
を
兼
ね

た
募
金
箱
の
活
用
、
法
人
特

別
会
員
の
種
別
追
加
、
機
関

紙
「
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
」
の

隔
月
発
行
等
が
了
承
さ
れ

た
。

受
賞
者
の
喜
び
の
声

受
賞
者
の

　
喜
び
の
声

秋
季
表
彰

善
行
表
彰
を
受
賞
し
て

　
宮
城
県
仙
台
市松

﨑
　
翠

こ
の
度
、
令
和
五
年
度
秋

季
善
行
表
彰
を
私
達
「
仙
台

か
え
り
び
な
の
会
」
四
人

全
員
が
揃
っ
て
受
賞
を
賜
り

ま
し
た
事
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
二
千
十
一
年
に

起
き
た
東
日
本
大
震
災
で
約

二
千
六
百
名
の
方
が
行
方
不

明
に
な
り
一
日
も
早
く
家
族

の
元
に
帰
っ
て
来
て
と
の
願

い
で
震
災
の
翌
年
か
ら
「
か

え
り
び
な
」
の
製
作
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を

メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
て
い

た
だ
い
た
り
、
講
習
会
の
会

場
や
展
示
会
を
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
着
物
や
帯
は

友
人
知
人
受
講
者
の
方
や
展

示
会
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た

方
々
、
大
勢
の
皆
様
の
ご
支

援
や
ご
協
力
の
お
陰
で
長
期

に
渡
り
活
動
を
続
け
ら
れ
て

い
る
事
に
心
か
ら
お
礼
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
達

は
「
か
え
り
び
な
」
だ
け
で

は
な
く
復
興
を
願
っ
て
の
七

夕
吹
流
し
も
作
っ
て
い
ま
す
。

善
行
表
彰
を
受
賞
し
て

　
宮
城
県
白
石
市

眞
壁
　
治
子

こ
の
度
、
令
和
五
年
度
秋

季
善
行
表
彰
を
賜
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

環
境
浄
化
に
役
立
つ
、
Ｅ

Ｍ
石
鹸
（
＊
）
作
り
と
各
施

設
訪
問
等
を
共
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
仲
間
達
の
お

陰
で
身
に
余
る
光
栄
に
喜
び

と
感
謝
の
気
持
で
一
杯
で

す
。
Ｅ
Ｍ
石
鹸
で
小
中
学

校
の
プ
ー
ル
の
清
掃
と
、
各

施
設
訪
問
で
は
演
芸
と
南
京

玉
す
だ
れ
他
に
出
演
し
皆
様

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
年
間
五
十
回
以
上
、
仲
間

と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
考
え
自
分

達
の
出
来
る
こ
と
を
精
進
し

て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
約

三
十
年
の
日
々
の
活
動
と
継

続
を
お
認
め
下
さ
り
、
栄
あ

る
受
賞
は
私
と
仲
間
に
い
た

だ
い
た
ご
ほ
う
び
で
あ
り
、

生
涯
の
宝
物
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
善
行

会
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
Ｅ
Ｍ
石
鹸
は
、
酸
化
防

止
剤
・
着
色
料
・
香
料
・
合

成
界
面
活
性
剤
な
ど
の
化
学

物
質
や
添
加
物
を
一
切
使
わ

ず
に
作
る
無
添
加
石
鹸
。

Ｅ
Ｍ
は
、Eff ective

（
有
用
） 

M
icroorganism

s

（
微
生

物
群
）
の
頭
文
字
。
人
や
自

然
と
共
生
す
る
乳
酸
菌
・
酵

母
・
光
合
成
細
菌
な
ど
の
有

用
な
微
生
物
の
集
合
体
。
世

界
一
五
〇
ヶ
国
以
上
で
活
用

さ
れ
、
河
川
や
湖
の
浄
化
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
の
時
期
は
医
療
従
者

に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

ブ
ル
ー
の
布
を
使
っ
て
吹
き

流
し
を
展
示
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
震
災
を
忘
れ

な
い
、
風
化
さ
せ
な
い
」
の

活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。


